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これ以上望むべきも荘い好天に恩まれ庭第16回しれとご産薬まつり

は．１０月１日（日）役圏横の大広蝿で行われましだ,，

多くのテント出店とは趣向をこらし．地元産品の紹介や食品顕が売

られ、合せて実施きれるイベントで活況を呈し、近在からの見物客も

含め会埋は大鶴わいてしだ。

正面卿台から向電合うように立てられだ知床森林センターのテント

では．こども丸太旱切り大会の場所が確保ごれ．テント横とは知床の

景観と森林植物（花）の写輿パネルが架台に張られましだ。

テントの中とは木工ペイントの場所がしつらえています。緑の法被

のセンター職員は大忙しで、こともの丸太旱切り大会が姑承ると多忙

さがピークに還しましだ。

直掻10センチのハンノキの小丸太琶杠んと13秒ご切落としだあと

けない女の子には．見てい庭多くの人疋らもア然の掴。恩をつめて一

気に切つだものごす。最初から人気のあつだのが木工ペイントでしだ。

鱈切り木片に小箪・ペイントで絵を固き．踵ご小あなをあけて飾り組

を通して出来上がり。こどもを対象にしだのこすが．ワシもしだし1と

いう老婦人もいて好騨。限りなく緊朴な手作藁がこのようにウケろと

は恵外でしだ。なお毎年実施してい庭キノコ類の展示は．今秋不作１こ

つ重中止．残急がられましだ。

行:!;!:::}ﾉﾍﾟ知床で紅葉の森を楽しむｗ:》ｊｗ
知床の森林に思いをはせた人選が．北見市・網走市・斜里町・小清水町から21名応募し、１０月12日

行われだ「第28回森林レクリエーション・Ｉ、知床」『紅葉の森と森林浴・自然観察』に謬加しまし

だ。当曰は最高のトレッキングＢ和で．数日前から朝夕の気温低下で紅葉が一気に進み．イベントの

函台ごある自然観察教育林は秋一色に染まりました．男女比２：１９の－行は.,森の新鮮な空気を吸

いながらけもの道を歩き．森や樹木の観察や風景を楽しみましだ。

昼休みはクマゲラの滝を眺めながら．ホロベツ

lllの河原と暖かい陽射しを受け紅がらのんびりと

くつろぎましだ。

午後からもコースは変化Iご毎分．異なる林の相

が次々と展開します。足元ご落ち葉が乾し〕だ膏を

だて．とさおりシジュウカラの怠き窟が聴けまし

だ。小休止やスナップ写真を撮り．インストラク

ターの賭しを織りませ．－行は所定のコースを回

りましだ。初参加者15名を含む笏紅さんは．好天

に恩まれ秋の知床の森を堪能し庵ごとと思います。

鳶……円形窪地の利用者………
；ｉｉ 

ｉ！ 

：自然観震教育林に向かう途中にポンホロ沼がある。水ｉｉ
ｉが濁れると草原となり.エゾシロ卒とﾋﾒｼﾀﾞの群落がil
i出現する｡この沼に二つの真ん丸い窪地がある｡直逼約;！
;3m深さ約1m・約2m深さ約70画位ご周囲l士ﾗｷﾞ1i

ER 

:シスゲが．メドヮサの鍵のように生い茂っている。ｉｉ

ｉどうしてこの銀地ができだのかを含め.疑問も多く質ｉｉ

ｉ間もまだ多い。だだ溶岩やｶﾞｽの噴出でないことは．穴ｉｉ

ｉの鶴に盛上かつ疋堅い咽出堆積物がない点から明らか｡ｉｉ
ｌ食べ物の乏しくなつだ秋.ｴｿﾞｼｶが実をつけ庭この蝋

野生の国のｷﾞｸﾞ判聿…、

熱
自ら野生の道を選んだ牛：

タキツネ。東綱のぱい目；

由の代償は影のように付：

まとう空腰であろうか。：
かし野生を享受し孤高に艶

だＩプに鯛わる遼しさ．美し；

譲る秋の蝿をはね返して金：

みがふっくらと丸い。震ご；IＩ 
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－－－自然に学ぶ………￣

保安林の働きと，環境に適応しだ植物を観察す

る「第８回森林教室」『森とのふれあい』は．９

月10日（日）オホーツク海沿犀の潮害防燗保安林

と．知床五湖で行いましだ。

:スゲ琶きれいに平らげ.穴の磨き蹄ご掻いている｡－樋：… に自然児己ある。

;の掴除己.これで穴が埋まらない理由が判明｡では越せ｛；ひ臣かえ枯れ葉が転がる観光客の途絶え遍路上に．；
；シカはこの穴に入るのか.水の匂い？ ｉｉ梢然と首を垂れている痩せこけだ観光狐。人間に鰯ひき：里11損IIiii霧霧 錦浴び？気まぐれ？明快な回答はない｡､
ｉはっきりいえることは．この二つの

i寵１lbは溜れる沼から鯉まって来るエゾ
:アカガエルのオタマジャクシの最後の

;待避所ごあり．エゾシカの立ち寄り所

:ごあるということです。知床半島にも

:臨明のつかないものがまだあるのです。

藺売つだ安易な生き方の当然すぎる帰結｡これから体力を：

:付けれるのだろうか｡そして過酷越冬が越せるのだろうｉ
ｉｉか｡だく蜜しさこそ野生の象徴なのに。この両魑鑓は人ｉ
８２ 

ｉｉ間の干渉の有無として好比較といえる。

雛人間に汚染壱れだキタキツネは哀れごあり．ゆえにご；
雛そ有侭者は鯨える…餌をやらないで…と。
繍知床半島には本当の野生の生命かきらめご踊勤に目；
;1.を見彊ろ圏面こそふさわしい。
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穆加者は北見市・網走市・小満水町・斜里町から12名で．女性が８割を占めましだ。午荊中は保安
林が主体で．海岸線からとのよう荘植物が生え，内陸部に向ってどのような植物が出現し、樹木の発
生と林になっていく過程を目のあだりにしましだ｡潮腫から耕地を守る帯状の林は今も健在です。
午後からは厳しい自然環境の中と．健気に生さ芯から林を形造っている樹木僻が．湖水とあいまっ

て造る景観．そしてその頚現下で生存する多くの生物種を知りましだ⑨今年はこの一帯にヒグマが排
掴し警戒対策が識じられていましだ。イベントは－Ｂ中好天に恵薮れ快適に行えましだ。帰途遡上を
開始しているマスや．その中に混じるサケを見物し合曰のイベントの終了としましだ。

(＊知床にはラウススゲがあり再度漏査の必要がある）
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